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II. 調査結果 
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1. 環境問題に関する意識について（問 1）  

1-1 近年の環境の状況についての実感（問 1-1） 

地域レベル、国レベル、地球レベルの全てで環境の状況がよくなっていると実感する割

合の減尐がみられた。一方、悪化していると実感する割合は大きな変動はみられない。

地球レベルでは悪化していると実感する割合が 72％と依然として高い。 

近年の環境の状況についての実感について尋ねた結果、「よくなっている」と実感して

いる人の割合（「よくなっている」と「ややよくなっている」の合計）は、地域レベルで

19％と平成 21 年度調査よりも約 6 ポイント低下、国レベルで 15％と約 4 ポイント低下し

た。 

地球レベルでは「悪化している」と実感している人の割合（「悪化している」と「やや

悪化している」の合計）が 72％と平成 21 年度調査とほとんど変わらないものの高い割合

を示しており、地球レベルでの環境の悪化を問題視していることが想定される。 

 

図表 1－1 近年の環境の状況についての実感 
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地域レベルの環境の状況についての実感 

地域レベルでは 53％の人が変わらないと実感している。よくなっていると実感してい

る人は 19％、悪化していると実感している人は 24％となっている。 

属性別では、よくなっていると実感している人の割合が高いのは 70 代以上（31％）、悪

くなっていると実感している人の割合が高いのは農林漁業者（43％）となっている。 

 

地域レベルの環境の状況について「よくなっている」、「ややよくなっている」と実感し

ている人の割合は 19％、「悪化している」、「やや悪化している」と実感している人の割合

は 24％となっている。 

 

性別では、大きな差はみられない。 

 

年代別では、「よくなっている」、「ややよくなっている」と実感している人の割合は、

20 代が 12％と低く、年代が高くなるにつれて割合が高くなる傾向がみられ、70 代以上で

31％となっている。一方、「悪化している」、「やや悪化している」と実感している人の割

合は、40 代が 30％と最も高く、70 代以上が 18％と最も低くなっている。 

 

職業別では、「よくなっている」、「ややよくなっている」と実感している人の割合は、「会

社役員・会社経営」が 26％と高くなっている。一方、「悪化している」、「やや悪化してい

る」と実感している人の割合は、「農林漁業」が 43％と高くなっている。 

 

地域別では、「よくなっている」、「ややよくなっている」と実感している人の割合が高

いのは、九州・沖縄で 28％となっている。一方、「悪化している」、「やや悪化している」

と実感している割合が高いのは、北海道・東北で 31％となっている。 

 

都市規模別では、政令指定都市、10 万人以上の市、特別区では「よくなっている」、「や

やよくなっている」と実感する人の割合が比較的高く、町村では「悪化している」、「やや

悪化している」と実感している人の割合が 32％と高くなっている。 
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図表 1－2 地域レベルの環境の状況についての実感（属性別） 
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国レベルの環境の状況についての実感 

国レベルでは 52％の人が悪化していると実感している。よくなっていると実感してい

る人は 15％、変わらないと実感している人は 30％となっている。 

属性別では、よくなっていると実感している人の割合が高いのは九州・沖縄（22％）、悪

くなっていると実感している人の割合が高いのはパート・アルバイト者および団体職員

（59％）となっている。 

 

国レベルの環境の状況について「よくなっている」、「ややよくなっている」と実感して

いる人の割合は 15％、「悪化している」、「やや悪化している」と実感している人の割合は

52％となっている。 

 

性別では、男性は「よくなっている」、「ややよくなっている」と実感している人の割合

が比較的大きく（18％）、女性は「悪化している」、「やや悪化している」と実感している人

の割合が比較的大きく（55％）なっている。 

 

年代別では、「よくなっている」、「ややよくなっている」と実感している人の割合は、

20 代、30 代が 11％と低く、年代が高くなるにつれて割合が高くなる傾向がみられ、70

代以上で 19％となっている。一方、「悪化している」、「やや悪化している」と実感してい

る人の割合は、40 代が 58％と最も高く、70 代以上が 43％と最も低くなっている。 

 

職業別では、「よくなっている」、「ややよくなっている」と実感している人の割合は、「無

職」が 22％と高くなっている。一方、「悪化している」、「やや悪化している」と実感して

いる人の割合は、「パート・アルバイト」および「団体職員」が 59％と高くなっている。 

 

地域別では、「よくなっている」、「ややよくなっている」と実感している人の割合が高

いのは、九州・沖縄で 22％となっている。一方、「悪化している」、「やや悪化している」

と実感している割合が高いのは、中部で 58％となっている。 

 

都市規模別では、「よくなっている」、「ややよくなっている」と実感する人の割合に差

はないが、町村では「悪化している」、「やや悪化している」と実感している人の割合が比

較的高くなっている。 
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図表 1－3 国レベルの環境の状況についての実感（属性別） 
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地球レベルの環境の状況についての実感 

地球レベルでは 72％の人が悪化していると実感している。よくなっていると実感して

いる人は 5％、変わらないと実感している人は 18％となっている。 

属性別では、よくなっていると実感している人の割合が高いのは農林漁業者（10％）、悪

くなっていると実感している人の割合が高いのは団体職員（88％）となっている。 

 

地球レベルの環境の状況について「よくなっている」、「ややよくなっている」と実感し

ている人の割合は 5％、「悪化している」、「やや悪化している」と実感している人の割合は

72％となっている。 

 

性別では、大きな差はみられない。 

 

年代別では、「よくなっている」、「ややよくなっている」と実感している人の割合は、

30 代、40 代および 50 代が 3％と低く、70 代以上で 7％と比較的高くなっている。一方、

「悪化している」、「やや悪化している」と実感している人の割合は、30 代が 75％と最も

高く、70 代以上が 67％と最も低くなっている。 

 

職業別では、「よくなっている」、「ややよくなっている」と実感している人の割合は、「農

林漁業」が 10％と高くなっている。一方、「悪化している」、「やや悪化している」と実感

している人の割合は、「団体職員」が 88％と高くなっている。 

 

地域別では、「よくなっている」、「ややよくなっている」と実感している人の割合が高

いのは、九州・沖縄で 10％となっている。一方、「悪化している」、「やや悪化している」

と実感している割合が高いのは、北陸で 77％となっている。 

 

都市規模別では、大きな差はみられないが、町村では「「よくなっている」、「ややよく

なっている」と実感している人の割合が比較的高くなっている。 
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図表 1－4 地球レベルの環境の状況についての実感（属性別） 
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1-2 近年の環境改善を実感する理由（問 1-2） 

環境改善を実感する理由は、各レベル以下の回答が多かった。 

・地域レベルでは、廃棄物の発生抑制および廃棄物の適正処理が成果を上げている。 

・国レベルでは、大気汚染対策が成果を上げている。 

・地球レベルでは、地球温暖化対策および野生生物や希尐な動植物の保護対策が成果を

上げている。 

近年の環境の状況についての実感について「よくなっている」、「ややよくなっている」、

と回答した人に、地域レベル、国レベル、地球レベルに分けて環境改善を実感する理由を

尋ねた。 

地域レベルでは、「廃棄物などの発生量抑制策が成果を上げているから」および「不法

投棄など廃棄物の不適正な処理対策が成果を上げているから」が 40％と最も割合が高く、

次いで「人々の生活の身近にある自然環境保全対策が成果を上げているから」（38％）と

なっている。 

国レベルでは、「大気汚染対策が成果を上げているから」が 53％と最も割合が高く、次

いで、「地球温暖化対策が成果を上げているから」（46％）、「ダイオキシンなどの有害な化

学物質による環境汚染対策が成果を上げているから」（43％）となっている。 

地球レベルでは、「地球温暖化対策が成果を上げているから」および「野生生物や希尐

な動植物の保護対策が成果を上げているから」が 44％と最も割合が高く、次いで「森林

対策が成果を上げているから」および「オゾン層対策が成果を上げているから」（26％）

となっている。 

 

図表 1－5 近年の環境環境改善を実感する理由（各レベル別上位 3 項目） 
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廃棄物などの発生量抑制策が成果を上げているから

人々の生活の身近にある自然環境保全対策が成果を上

げているから

大気汚染対策が成果を上げているから

地球温暖化対策が成果を上げているから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染対策

が成果を上げているから

地球温暖化対策が成果を上げているから

野生生物や希少な動植物の保護対策が成果を上げてい

るから

オゾン層対策が成果を上げているから

森林対策が成果を上げているから
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図表 1－6 近年の環境環境改善を実感する理由 
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地球温暖化対策が成果を上げているから

オゾン層対策が成果を上げているから

酸性雨対策が成果を上げているから

黄砂対策が成果を上げているから

海洋の汚染の対策が成果を上げているから

森林対策が成果を上げているから

砂漠化対策が成果を上げているから

大気汚染対策が成果を上げているから

騒音・振動対策が成果を上げているから

悪臭対策が成果を上げているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド対策が

成果を上げているから

水質汚濁対策が成果を上げているから

土壌汚染対策が成果を上げているから

地盤沈下対策が成果を上げているから

廃棄物などの発生量抑制策が成果を上げているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理対策が成果を上

げているから

廃棄物などの最終処分場整備が進んでいるから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染対

策が成果を上げているから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）対策が成果を

上げているから

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然環境保

全対策が成果を上げているから

人々の生活の身近にある自然環境保全対策が成果を

上げているから

野生生物や希少な動植物の保護対策が成果を上げて

いるから

その他

地域レベル(n=396) 国レベル(n=304) 地球レベル(n=100)
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地域レベルの環境改善を実感する理由 

地域レベルの環境の状況についての実感について「よくなっている」、「ややよくなって

いる」と回答した人に、環境改善を実感する理由を尋ねたところ、「廃棄物などの発生量

抑制策が成果を上げているから」および「不法投棄など廃棄物の不適正な処理対策が成果

を上げているから」が 40％と最も割合が高く、次いで「人々の生活の身近にある自然環

境保全対策が成果を上げているから」（38％）、「水質汚濁対策が成果を上げているから」

（31％）となっている。 

 

性別でみると、「大気汚染が進んでいるから」については、男性が女性よりも 10 ポイン

ト以上高くなっている（男性 32％、女性 19％）。「人々の生活の身近にある自然環境保全

対策が成果を上げているから」では女性が男性よりも 10 ポイント以上高くなっている（男

性 32％、女性 45％）。 

 

年代別では、多くの項目で 70 代以上の割合が高くなっている。「水質汚濁対策が成果を

上げているから」、「廃棄物などの発生量抑制策が成果を上げているから」では、20 代で

はそれぞれ 16％、9％なのに対して、70 代以上では 44％、53％となっている。 

 

職業別では、母数の尐ない属性があり且つ偏りも大きいため、比較をすることは難しい。 

 

地域別では、特に「水質汚濁対策が成果を上げているから」については、中部では 22％

に対して、九州・沖縄では 50％と、25 ポイント以上高くなっている。同様に「地球温暖化

対策が成果を上げているから」についても、北陸の 45％に対して中国・四国では 18％と、

25 ポイント以上の差がついている。 

 

都市規模別では、町村で「人々の生活の身近にある自然環境保全対策が成果を上げてい

るから」が 50％と他の都市規模と比べて高くなっている。 
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図表 1－7 地域レベルの環境改善を実感する理由（全体、性別） 
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地球温暖化対策が成果を上げているから

オゾン層対策が成果を上げているから

酸性雨対策が成果を上げているから

黄砂対策が成果を上げているから

海洋の汚染の対策が成果を上げているから

森林対策が成果を上げているから

砂漠化対策が成果を上げているから

大気汚染対策が成果を上げているから

騒音・振動対策が成果を上げているから

悪臭対策が成果を上げているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド対策が成果を上げてい

るから

水質汚濁対策が成果を上げているから

土壌汚染対策が成果を上げているから

地盤沈下対策が成果を上げているから

廃棄物などの発生量抑制策が成果を上げているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理対策が成果を上げているから

廃棄物などの最終処分場整備が進んでいるから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染対策が成果を上げ

ているから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）対策が成果を上げているから

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然環境保全対策が成果を上

げているから

人々の生活の身近にある自然環境保全対策が成果を上げているから

野生生物や希少な動植物の保護対策が成果を上げているから

その他

全体 (=396) 男性 (=208) 女性 (=188)
 



 

48 

 

 

図表 1－8 地域レベルの環境改善を実感する理由（年代別） 
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35.7

31.8

1.6

7.8

44.2

10.9

3.9

0% 20% 40% 60%

地球温暖化対策が成果を上げているから

オゾン層対策が成果を上げているから

酸性雨対策が成果を上げているから

黄砂対策が成果を上げているから

海洋の汚染の対策が成果を上げているから

森林対策が成果を上げているから

砂漠化対策が成果を上げているから

大気汚染対策が成果を上げているから

騒音・振動対策が成果を上げているから

悪臭対策が成果を上げているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド対策が成果を上げてい

るから

水質汚濁対策が成果を上げているから

土壌汚染対策が成果を上げているから

地盤沈下対策が成果を上げているから

廃棄物などの発生量抑制策が成果を上げているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理対策が成果を上げているから

廃棄物などの最終処分場整備が進んでいるから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染対策が成果を上げ

ているから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）対策が成果を上げているから

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然環境保全対策が成果を上

げているから

人々の生活の身近にある自然環境保全対策が成果を上げているから

野生生物や希少な動植物の保護対策が成果を上げているから

その他

20代 (=32) 30代 (=49) 40代 (=47)
50代 (=52) 60代 (=87) 70代以上 (=129)
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図表 1－9 地域レベルの環境改善を実感する理由（職業別 1/2） 
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地球温暖化対策が成果を上げているから

オゾン層対策が成果を上げているから

酸性雨対策が成果を上げているから

黄砂対策が成果を上げているから

海洋の汚染の対策が成果を上げているから

森林対策が成果を上げているから

砂漠化対策が成果を上げているから

大気汚染対策が成果を上げているから

騒音・振動対策が成果を上げているから

悪臭対策が成果を上げているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド対策が成果を上げてい

るから

水質汚濁対策が成果を上げているから

土壌汚染対策が成果を上げているから

地盤沈下対策が成果を上げているから

廃棄物などの発生量抑制策が成果を上げているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理対策が成果を上げているから

廃棄物などの最終処分場整備が進んでいるから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染対策が成果を上げ

ているから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）対策が成果を上げているから

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然環境保全対策が成果を上

げているから

人々の生活の身近にある自然環境保全対策が成果を上げているから

野生生物や希少な動植物の保護対策が成果を上げているから

その他

農林漁業 (=3) 商工販売サービス業 (=19) 自由業 (=14)

会社役員・会社経営 (=9) 会社員 (=90) 公務員 (=13)
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図表 1－10 地域レベルの環境改善を実感する理由（職業別 2/2） 
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地球温暖化対策が成果を上げているから

オゾン層対策が成果を上げているから

酸性雨対策が成果を上げているから

黄砂対策が成果を上げているから

海洋の汚染の対策が成果を上げているから

森林対策が成果を上げているから

砂漠化対策が成果を上げているから

大気汚染対策が成果を上げているから

騒音・振動対策が成果を上げているから

悪臭対策が成果を上げているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド対策が成果を上げてい

るから

水質汚濁対策が成果を上げているから

土壌汚染対策が成果を上げているから

地盤沈下対策が成果を上げているから

廃棄物などの発生量抑制策が成果を上げているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理対策が成果を上げているから

廃棄物などの最終処分場整備が進んでいるから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染対策が成果を上げ

ているから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）対策が成果を上げているから

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然環境保全対策が成果を上

げているから

人々の生活の身近にある自然環境保全対策が成果を上げているから

野生生物や希少な動植物の保護対策が成果を上げているから

その他

団体職員 (=6) 学生 (=9) パート・アルバイト (=26)

専業主婦 (=97) 無職 (=100) その他 (=10)
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図表 1－11 地域レベルの環境改善を実感する理由（地域別） 
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0% 20% 40% 60%

地球温暖化対策が成果を上げているから

オゾン層対策が成果を上げているから

酸性雨対策が成果を上げているから

黄砂対策が成果を上げているから

海洋の汚染の対策が成果を上げているから

森林対策が成果を上げているから

砂漠化対策が成果を上げているから

大気汚染対策が成果を上げているから

騒音・振動対策が成果を上げているから

悪臭対策が成果を上げているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド対策が成果を上げている

から

水質汚濁対策が成果を上げているから

土壌汚染対策が成果を上げているから

地盤沈下対策が成果を上げているから

廃棄物などの発生量抑制策が成果を上げているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理対策が成果を上げているから

廃棄物などの最終処分場整備が進んでいるから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染対策が成果を上げて

いるから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）対策が成果を上げているから

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然環境保全対策が成果を上

げているから

人々の生活の身近にある自然環境保全対策が成果を上げているから

野生生物や希少な動植物の保護対策が成果を上げているから

その他

北海道・東北 (=36) 関東　 (=170) 北陸　 (=11) 中部 (=45)
近畿 (=67) 中国・四国 (=28) 九州・沖縄 (=39)
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図表 1－12 地域レベルの環境改善を実感する理由（都市規模別） 
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26.7
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地球温暖化対策が成果を上げているから

オゾン層対策が成果を上げているから

酸性雨対策が成果を上げているから

黄砂対策が成果を上げているから

海洋の汚染の対策が成果を上げているから

森林対策が成果を上げているから

砂漠化対策が成果を上げているから

大気汚染対策が成果を上げているから

騒音・振動対策が成果を上げているから

悪臭対策が成果を上げているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド対策が成果を上げてい

るから

水質汚濁対策が成果を上げているから

土壌汚染対策が成果を上げているから

地盤沈下対策が成果を上げているから

廃棄物などの発生量抑制策が成果を上げているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理対策が成果を上げているから

廃棄物などの最終処分場整備が進んでいるから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染対策が成果を上げ

ているから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）対策が成果を上げているから

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然環境保全対策が成果を

上げているから

人々の生活の身近にある自然環境保全対策が成果を上げているから

野生生物や希少な動植物の保護対策が成果を上げているから

その他

政令指定都市 (=129) 10万人以上の市、東京23区 (=160)
10万人未満の市 (=77) 町村 (=30)
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国レベルの環境改善を実感する理由 

国レベルの環境の状況についての実感について「よくなっている」、「ややよくなってい

る」と回答した人に、環境改善を実感する理由を尋ねたところ、「大気汚染対策が成果を

上げているから」が 53％と最も割合が高く、次いで、「地球温暖化対策が成果を上げてい

るから」（46％）、「ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染対策が成果を上げ

ているから」（43％）となっている。 

 

性別でみると、「大気汚染が進んでいるから」については、男性が女性よりも 10 ポイン

ト以上高くなっている（男性 58％、女性 44％）。「人々の生活の身近にある自然環境保全

対策が成果を上げているから」では女性が男性よりも高くなっている（男性 32％、女性

40％）。 

 

年代別では、多くの項目で 70 代以上の割合が高くなっている。「大気汚染対策が成果を

上げているから」については、20 代では 30％なのに対して、70 代以上では 65％と高く

なっている。 

 

職業別では、母数の尐ない属性があり且つ偏りも大きいため、比較をすることは難しい。 

 

地域別では、母数の尐ない属性があり且つ偏りも大きいため、比較をすることは難しい。 

 

都市規模別では、町村で多くの項目で全体よりも高い傾向がみられる。また、特に「ダ

イオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染対策が成果を上げているから」、「廃棄物

などの発生量抑制策が成果を上げているから」、「土壌汚染対策が成果を上げているから」

で他の都市規模と比べて高くなっている。 
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図表 1－13 国レベルの環境改善を実感する理由（全体、性別） 
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地球温暖化対策が成果を上げているから

オゾン層対策が成果を上げているから

酸性雨対策が成果を上げているから

黄砂対策が成果を上げているから

海洋の汚染の対策が成果を上げているから

森林対策が成果を上げているから

砂漠化対策が成果を上げているから

大気汚染対策が成果を上げているから

騒音・振動対策が成果を上げているから

悪臭対策が成果を上げているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド対策が成果を上げてい

るから

水質汚濁対策が成果を上げているから

土壌汚染対策が成果を上げているから

地盤沈下対策が成果を上げているから

廃棄物などの発生量抑制策が成果を上げているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理対策が成果を上げているから

廃棄物などの最終処分場整備が進んでいるから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染対策が成果を上げ

ているから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）対策が成果を上げているから

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然環境保全対策が成果を上

げているから

人々の生活の身近にある自然環境保全対策が成果を上げているから

野生生物や希少な動植物の保護対策が成果を上げているから

その他

全体 (=304) 男性 (=184) 女性 (=120)
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図表 1－14 国レベルの環境改善を実感する理由（年代別） 
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19.8
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8.6

65.4

30.9
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18.5
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16.0

44.4

32.1

35.8

55.6

17.3

18.5

37.0

23.5

3.7
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地球温暖化対策が成果を上げているから

オゾン層対策が成果を上げているから

酸性雨対策が成果を上げているから

黄砂対策が成果を上げているから

海洋の汚染の対策が成果を上げているから

森林対策が成果を上げているから

砂漠化対策が成果を上げているから

大気汚染対策が成果を上げているから

騒音・振動対策が成果を上げているから

悪臭対策が成果を上げているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド対策が成果を上げてい

るから

水質汚濁対策が成果を上げているから

土壌汚染対策が成果を上げているから

地盤沈下対策が成果を上げているから

廃棄物などの発生量抑制策が成果を上げているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理対策が成果を上げているから

廃棄物などの最終処分場整備が進んでいるから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染対策が成果を上げ

ているから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）対策が成果を上げているから

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然環境保全対策が成果を上

げているから

人々の生活の身近にある自然環境保全対策が成果を上げているから

野生生物や希少な動植物の保護対策が成果を上げているから

その他

20代 (=30) 30代 (=40) 40代 (=42)
50代 (=45) 60代 (=66) 70代以上 (=81)
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図表 1－15 国レベルの環境改善を実感する理由（職業別 1/2） 
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地球温暖化対策が成果を上げているから

オゾン層対策が成果を上げているから

酸性雨対策が成果を上げているから

黄砂対策が成果を上げているから

海洋の汚染の対策が成果を上げているから

森林対策が成果を上げているから

砂漠化対策が成果を上げているから

大気汚染対策が成果を上げているから

騒音・振動対策が成果を上げているから

悪臭対策が成果を上げているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド対策が成果を上げてい

るから

水質汚濁対策が成果を上げているから

土壌汚染対策が成果を上げているから

地盤沈下対策が成果を上げているから

廃棄物などの発生量抑制策が成果を上げているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理対策が成果を上げているから

廃棄物などの最終処分場整備が進んでいるから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染対策が成果を上げ

ているから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）対策が成果を上げているから

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然環境保全対策が成果を

上げているから

人々の生活の身近にある自然環境保全対策が成果を上げているから

野生生物や希少な動植物の保護対策が成果を上げているから

その他

農林漁業 (=4) 商工販売サービス業 (=17) 自由業 (=11)

会社役員・会社経営 (=6) 会社員 (=81) 公務員 (=11)
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図表 1－16 国レベルの環境改善を実感する理由（職業別 2/2） 
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地球温暖化対策が成果を上げているから

オゾン層対策が成果を上げているから

酸性雨対策が成果を上げているから

黄砂対策が成果を上げているから

海洋の汚染の対策が成果を上げているから

森林対策が成果を上げているから

砂漠化対策が成果を上げているから

大気汚染対策が成果を上げているから

騒音・振動対策が成果を上げているから

悪臭対策が成果を上げているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド対策が成果を上げてい

るから

水質汚濁対策が成果を上げているから

土壌汚染対策が成果を上げているから

地盤沈下対策が成果を上げているから

廃棄物などの発生量抑制策が成果を上げているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理対策が成果を上げているから

廃棄物などの最終処分場整備が進んでいるから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染対策が成果を上げ

ているから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）対策が成果を上げているから

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然環境保全対策が成果を上

げているから

人々の生活の身近にある自然環境保全対策が成果を上げているから

野生生物や希少な動植物の保護対策が成果を上げているから

その他

団体職員 (=5) 学生 (=6) パート・アルバイト (=18) 専業主婦 (=65) 無職 (=75) その他 (=5)

 



 

58 

 

 

図表 1－17 国レベルの環境改善を実感する理由（地域別） 

56.5

34.8

21.7

8.7

8.7

17.4

13.0

65.2

17.4

17.4

30.4

39.1

26.1

13.0

34.8

39.1

34.8

56.5

21.7

21.7

13.0

30.4

8.7

45.4

21.3

9.3

2.8

23.1

27.8

2.8

56.5

25.9

12.0

13.9

45.4

13.9

9.3

30.6

23.1

19.4

41.7

11.1

15.7

27.8

15.7

5.6

44.4

0.0

0.0

0.0

11.1

0.0

0.0

44.4

22.2

0.0

11.1

22.2

11.1

11.1

44.4

11.1

11.1

55.6

11.1

0.0

33.3

11.1

0.0

41.9

20.9

7.0

4.7

16.3

20.9

4.7

60.5

14.0

16.3

9.3

39.5

20.9

7.0

30.2

20.9

20.9

51.2

7.0

7.0

25.6

18.6

14.0

60.6

26.8

12.7

7.0

23.9

18.3

11.3

46.5

22.5

14.1

18.3

43.7

15.5

8.5

25.4

16.9

22.5

36.6

9.9

16.9

29.6

23.9

8.5

20.0

5.0

10.0

0.0

20.0

5.0

0.0

55.0

30.0

20.0

20.0

35.0

20.0

0.0

35.0

35.0

35.0

40.0

5.0

10.0

25.0

20.0

0.0

33.3

26.7

10.0

10.0

23.3

20.0

13.3

33.3

26.7

16.7

20.0

26.7

20.0

10.0

40.0

23.3

26.7

43.3

3.3

16.7

26.7

13.3

6.7

0% 20% 40% 60% 80%

地球温暖化対策が成果を上げているから

オゾン層対策が成果を上げているから

酸性雨対策が成果を上げているから

黄砂対策が成果を上げているから

海洋の汚染の対策が成果を上げているから

森林対策が成果を上げているから

砂漠化対策が成果を上げているから

大気汚染対策が成果を上げているから

騒音・振動対策が成果を上げているから

悪臭対策が成果を上げているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド対策が成果を上げている

から

水質汚濁対策が成果を上げているから

土壌汚染対策が成果を上げているから

地盤沈下対策が成果を上げているから

廃棄物などの発生量抑制策が成果を上げているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理対策が成果を上げているから

廃棄物などの最終処分場整備が進んでいるから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染対策が成果を上げて

いるから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）対策が成果を上げているから

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然環境保全対策が成果を上

げているから

人々の生活の身近にある自然環境保全対策が成果を上げているから

野生生物や希少な動植物の保護対策が成果を上げているから

その他

北海道・東北 (=23) 関東　 (=108) 北陸　 (=9) 中部 (=43)
近畿 (=71) 中国・四国 (=20) 九州・沖縄 (=30)
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図表 1－18 国レベルの環境改善を実感する理由（都市規模別） 
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地球温暖化対策が成果を上げているから

オゾン層対策が成果を上げているから

酸性雨対策が成果を上げているから

黄砂対策が成果を上げているから

海洋の汚染の対策が成果を上げているから

森林対策が成果を上げているから

砂漠化対策が成果を上げているから

大気汚染対策が成果を上げているから

騒音・振動対策が成果を上げているから

悪臭対策が成果を上げているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド対策が成果を上げてい

るから

水質汚濁対策が成果を上げているから

土壌汚染対策が成果を上げているから

地盤沈下対策が成果を上げているから

廃棄物などの発生量抑制策が成果を上げているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理対策が成果を上げているから

廃棄物などの最終処分場整備が進んでいるから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染対策が成果を上げ

ているから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）対策が成果を上げているから

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然環境保全対策が成果を

上げているから

人々の生活の身近にある自然環境保全対策が成果を上げているから

野生生物や希少な動植物の保護対策が成果を上げているから

その他

政令指定都市 (=96) 10万人以上の市、東京23区 (=116)
10万人未満の市 (=68) 町村 (=24)

 



 

60 

 

地球レベルの環境改善を実感する理由 

地球レベルの環境の状況についての実感について「よくなっている」、「ややよくなって

いる」と回答した人に、環境改善を実感する理由を尋ねたところ、地球温暖化対策が成果

を上げているから」および「野生生物や希尐な動植物の保護対策が成果を上げているから」

が 44％と最も割合が高く、次いで「森林対策が成果を上げているから」および「オゾン

層対策が成果を上げているから」（26％）となっている。 

 

性別でみると、男性が女性よりも 10 ポイント以上高くなっている項目が多くなってい

る。特に、「原生林や湿地帯などといった手つかずの自然環境保全対策が成果を上げてい

るから」については、男性が女性よりも 15 ポイント以上高くなっている（男性 33％、女

性 17％）。「野生生物や希尐な動植物の保護対策が成果を上げているから」では女性が男

性よりも 10 ポイント以上高くなっている（男性 38％、女性 50％）。 

 

年代別では、年代間でのばらつきが大きくなっているが、「地球温暖化対策が成果を上

げているから」については、全年代で高くなっている。「野生生物や希尐な動植物の保護

対策が成果を上げているから」については、70 代以上では 58％と最も高くなっているが、

20 代では 21％、30 代では 0%となっている。 

 

職業別では、母数の尐ない属性があり且つ偏りも大きいため、比較をすることは難しい。 

 

地域別では、母数の尐ない属性があり且つ偏りも大きいため、比較をすることは難しい。 

 

都市規模別では、町村では「不法投棄など廃棄物の不適正な処理対策が成果を上げてい

るから」が他の都市規模と比べて高くなっている。政令指定都市では、「地球温暖化対策が

成果を上げているから」が他の都市規模と比べて高くなっている。 
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図表 1－19 地球レベルの環境改善を実感する理由（全体、性別） 
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0% 20% 40% 60%

地球温暖化対策が成果を上げているから

オゾン層対策が成果を上げているから

酸性雨対策が成果を上げているから

黄砂対策が成果を上げているから

海洋の汚染の対策が成果を上げているから

森林対策が成果を上げているから

砂漠化対策が成果を上げているから

大気汚染対策が成果を上げているから

騒音・振動対策が成果を上げているから

悪臭対策が成果を上げているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド対策が成果を上げてい

るから

水質汚濁対策が成果を上げているから

土壌汚染対策が成果を上げているから

地盤沈下対策が成果を上げているから

廃棄物などの発生量抑制策が成果を上げているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理対策が成果を上げているから

廃棄物などの最終処分場整備が進んでいるから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染対策が成果を上げ

ているから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）対策が成果を上げているから

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然環境保全対策が成果を上

げているから

人々の生活の身近にある自然環境保全対策が成果を上げているから

野生生物や希少な動植物の保護対策が成果を上げているから

その他

全体 (=100) 男性 (=52) 女性 (=48)
 



 

62 

 

 

図表 1－20 地球レベルの環境改善を実感する理由（年代別） 
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38.7
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6.5
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32.3

22.6

29.0
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9.7

6.5

19.4

6.5

32.3

9.7
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3.2
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地球温暖化対策が成果を上げているから

オゾン層対策が成果を上げているから

酸性雨対策が成果を上げているから

黄砂対策が成果を上げているから

海洋の汚染の対策が成果を上げているから

森林対策が成果を上げているから

砂漠化対策が成果を上げているから

大気汚染対策が成果を上げているから

騒音・振動対策が成果を上げているから

悪臭対策が成果を上げているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド対策が成果を上げてい

るから

水質汚濁対策が成果を上げているから

土壌汚染対策が成果を上げているから

地盤沈下対策が成果を上げているから

廃棄物などの発生量抑制策が成果を上げているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理対策が成果を上げているから

廃棄物などの最終処分場整備が進んでいるから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染対策が成果を上げ

ているから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）対策が成果を上げているから

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然環境保全対策が成果を上

げているから

人々の生活の身近にある自然環境保全対策が成果を上げているから

野生生物や希少な動植物の保護対策が成果を上げているから

その他

20代 (=14) 30代 (=11) 40代 (=11)
50代 (=10) 60代 (=23) 70代以上 (=31)
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図表 1－21 地球レベルの環境改善を実感する理由（職業別 1/2） 
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地球温暖化対策が成果を上げているから

オゾン層対策が成果を上げているから

酸性雨対策が成果を上げているから

黄砂対策が成果を上げているから

海洋の汚染の対策が成果を上げているから

森林対策が成果を上げているから

砂漠化対策が成果を上げているから

大気汚染対策が成果を上げているから

騒音・振動対策が成果を上げているから

悪臭対策が成果を上げているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド対策が成果を上げてい

るから

水質汚濁対策が成果を上げているから

土壌汚染対策が成果を上げているから

地盤沈下対策が成果を上げているから

廃棄物などの発生量抑制策が成果を上げているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理対策が成果を上げているから

廃棄物などの最終処分場整備が進んでいるから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染対策が成果を上

げているから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）対策が成果を上げているから

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然環境保全対策が成果を

上げているから

人々の生活の身近にある自然環境保全対策が成果を上げているから

野生生物や希少な動植物の保護対策が成果を上げているから

その他

農林漁業 (=2) 商工販売サービス業 (=4) 自由業 (=1)

会社役員・会社経営 (=2) 会社員 (=27) 公務員 (=2)
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図表 1－22 地球レベルの環境改善を実感する理由（職業別 2/2） 
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地球温暖化対策が成果を上げているから

オゾン層対策が成果を上げているから

酸性雨対策が成果を上げているから

黄砂対策が成果を上げているから

海洋の汚染の対策が成果を上げているから

森林対策が成果を上げているから

砂漠化対策が成果を上げているから

大気汚染対策が成果を上げているから

騒音・振動対策が成果を上げているから

悪臭対策が成果を上げているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド対策が成果を上げてい

るから

水質汚濁対策が成果を上げているから

土壌汚染対策が成果を上げているから

地盤沈下対策が成果を上げているから

廃棄物などの発生量抑制策が成果を上げているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理対策が成果を上げているから

廃棄物などの最終処分場整備が進んでいるから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染対策が成果を上げ

ているから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）対策が成果を上げているから

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然環境保全対策が成果を上

げているから

人々の生活の身近にある自然環境保全対策が成果を上げているから

野生生物や希少な動植物の保護対策が成果を上げているから

その他

団体職員 (=1) 学生 (=2) パート・アルバイト (=10) 専業主婦 (=21) 無職 (=26) その他 (=2)
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図表 1－23 地球レベルの環境改善を実感する理由（地域別） 
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地球温暖化対策が成果を上げているから

オゾン層対策が成果を上げているから

酸性雨対策が成果を上げているから

黄砂対策が成果を上げているから

海洋の汚染の対策が成果を上げているから

森林対策が成果を上げているから

砂漠化対策が成果を上げているから

大気汚染対策が成果を上げているから

騒音・振動対策が成果を上げているから

悪臭対策が成果を上げているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド対策が成果を上げてい

るから

水質汚濁対策が成果を上げているから

土壌汚染対策が成果を上げているから

地盤沈下対策が成果を上げているから

廃棄物などの発生量抑制策が成果を上げているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理対策が成果を上げているから

廃棄物などの最終処分場整備が進んでいるから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染対策が成果を上げ

ているから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）対策が成果を上げているから

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然環境保全対策が成果を上

げているから

人々の生活の身近にある自然環境保全対策が成果を上げているから

野生生物や希少な動植物の保護対策が成果を上げているから

その他

北海道・東北 (=11) 関東　 (=26) 北陸　 (=2) 中部 (=13)
近畿 (=28) 中国・四国 (=6) 九州・沖縄 (=14)
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図表 1－24 地球レベルの環境改善を実感する理由（都市規模別） 
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9.1

0% 20% 40% 60% 80%

地球温暖化対策が成果を上げているから

オゾン層対策が成果を上げているから

酸性雨対策が成果を上げているから

黄砂対策が成果を上げているから

海洋の汚染の対策が成果を上げているから

森林対策が成果を上げているから

砂漠化対策が成果を上げているから

大気汚染対策が成果を上げているから

騒音・振動対策が成果を上げているから

悪臭対策が成果を上げているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド対策が成果を上げてい

るから

水質汚濁対策が成果を上げているから

土壌汚染対策が成果を上げているから

地盤沈下対策が成果を上げているから

廃棄物などの発生量抑制策が成果を上げているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理対策が成果を上げているから

廃棄物などの最終処分場整備が進んでいるから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染対策が成果を上げ

ているから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）対策が成果を上げているから

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然環境保全対策が成果を

上げているから

人々の生活の身近にある自然環境保全対策が成果を上げているから

野生生物や希少な動植物の保護対策が成果を上げているから

その他

政令指定都市 (=32) 10万人以上の市、東京23区 (=39)
10万人未満の市 (=18) 町村 (=11)
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1-3 近年の環境悪化を実感する理由（問 1-3） 

環境悪化を実感する理由は、各レベル以下の回答が多かった。 

・地域レベルでは、人々の生活の身近にある自然が減尐している。 

・国レベルでは、都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド現象が増加している。 

・地球レベルでは、地球温暖化が進んでいる。 

 

近年の環境の状況についての実感について「悪化している」、「やや悪化している」と回

答した人に、地域レベル、国レベル、地球レベル別に環境悪化を実感する理由を尋ねた。 

 

地域レベルでは、「人々の生活の身近にある自然が減尐しているから」が 45％と最も割

合が高く、次いで「不法投棄など廃棄物の不適正な処理が増加しているから」（43％）、「地

球温暖化が進んでいるから」（38％）となっている。 

 

国レベルでは、「都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド現象が増加している

から」が 66％と最も割合が高く、次いで、「地球温暖化が進んでいるから」（59％）、「不

法投棄など廃棄物の不適正な処理が増加しているから」（47％）となっている。 

 

地球レベルでは、「地球温暖化が進んでいるから」が 81％と最も割合が高く、次いで「森

林が減尐しているから」（67％）、「砂漠化が進んでいるから」（63％）となっている。 

 

図表 1－25 近年の環境悪化を実感する理由（各レベル別上位 3 項目） 

45.2 

42.7 

38.1 

65.6 

59.4 

47.3 

80.9 

66.5 

62.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人々の生活の身近にある自然が減少しているから
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都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド現象が増

加しているから

地球温暖化が進んでいるから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理が増加しているから

地球温暖化が進んでいるから

森林が減少しているから

砂漠化が進んでいるから
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図表 1－26 近年の環境悪化を実感する理由 
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地球温暖化が進んでいるから

オゾン層の破壊が進んでいるから

酸性雨による被害が広がっているから

黄砂による被害が広がっているから

海洋の汚染が進んでいるから

森林が減少しているから

砂漠化が進んでいるから

大気汚染が進んでいるから

騒音・振動による被害が広がっているから

悪臭による被害が広がっているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド現象が

増加しているから

水質汚濁が進んでいるから

土壌汚染が進んでいるから

地盤沈下が進んでいるから

廃棄物などの発生量が増加しているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理が増加しているか

ら

廃棄物などの最終処分場がひっ迫しているから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染が

進んでいるから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）の生物への影響

が…

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然が

減少しているから

人々の生活の身近にある自然が減少しているから

野生生物や希少な動植物が減少あるいは絶滅している

から

その他

地域レベル(n=496) 国レベル(n=1,075) 地球レベル(n=1,481)  
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地域レベルの環境悪化を実感する理由 

地域レベルの環境の状況についての実感について「悪化している」、「やや悪化している」

と回答した人に、環境悪化を実感する理由を尋ねたところ、「人々の生活の身近にある自

然が減尐しているから」が 45％と最も割合が高く、次いで「不法投棄など廃棄物の不適

正な処理が増加しているから」（43％）、「地球温暖化が進んでいるから」（38％）となって

いる。 

 

性別でみると、多くの項目で女性が男性よりも高くなっており、特に「人々の生活の身

近にある自然が減尐しているから」では女性が男性よりも 15 ポイント以上高くなってい

る（男性 37％、女性 54％）。 

 

年代別では、多くの項目で 70 代以上の割合が全体よりも高くなっている。「不法投棄な

ど廃棄物の不適正な処理が増加しているから」は全年代で割合が高いが、20 代および 30

代では 35％に対して、70 代以上では 53％となっている。 

 

職業別では、母数の尐ない属性があり且つ偏りも大きいため、比較をすることは難しい。 

 

地域別では、全体よりも 15 ポイント以上高くなっているものとして、「地球温暖化が進

んでいるから」（北陸、67％）、「黄砂による被害が広がっているから」（九州・沖縄、55％）、

「海洋の汚染が進んでいるから」（北陸、40％）があげられる。また、「都市の中心部で気

温が高くなるヒートアイランド現象が増加しているから」についても、関東の 44％に対し

て北海道は 10％と地域差がみられた。 

 

都市規模別では、「都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド現象が増加してい

るから」が政令指定都市では 44％、10 万人以上の市と東京 23 区では 35％と高い一方、

町村では 4％と低くなっている。 
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図表 1－27 地域レベルの環境悪化を実感する理由（全体、性別） 
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地球温暖化が進んでいるから

オゾン層の破壊が進んでいるから

酸性雨による被害が広がっているから

黄砂による被害が広がっているから

海洋の汚染が進んでいるから

森林が減少しているから

砂漠化が進んでいるから

大気汚染が進んでいるから

騒音・振動による被害が広がっているから

悪臭による被害が広がっているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド現象が増加しているか

ら

水質汚濁が進んでいるから

土壌汚染が進んでいるから

地盤沈下が進んでいるから

廃棄物などの発生量が増加しているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理が増加しているから

廃棄物などの最終処分場がひっ迫しているから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染が進んでいるから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）の生物への影響が広がっている

から

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然が減少しているから

人々の生活の身近にある自然が減少しているから

野生生物や希少な動植物が減少あるいは絶滅しているから

その他

全体 (=496) 男性 (=250) 女性 (=246)
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図表 1－28 地域レベルの環境悪化を実感する理由（年代別） 
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12.6
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14.9
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16.1
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13.8
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17.2
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25.6

7.7

25.6

25.6

16.7

32.1
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23.1

12.8
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38.5

19.2

10.3

14.1

53.8

19.2

12.8

0% 20% 40% 60%

地球温暖化が進んでいるから

オゾン層の破壊が進んでいるから

酸性雨による被害が広がっているから

黄砂による被害が広がっているから

海洋の汚染が進んでいるから

森林が減少しているから

砂漠化が進んでいるから

大気汚染が進んでいるから

騒音・振動による被害が広がっているから

悪臭による被害が広がっているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド現象が増加しているから

水質汚濁が進んでいるから

土壌汚染が進んでいるから

地盤沈下が進んでいるから

廃棄物などの発生量が増加しているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理が増加しているから

廃棄物などの最終処分場がひっ迫しているから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染が進んでいるから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）の生物への影響が広がっている

から

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然が減少しているから

人々の生活の身近にある自然が減少しているから

野生生物や希少な動植物が減少あるいは絶滅しているから

その他

20代 (=63) 30代 (=88) 40代 (=98)
50代 (=82) 60代 (=87) 70代以上 (=78)
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図表 1－29 地域レベルの環境悪化を実感する理由（職業別 1/2） 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

地球温暖化が進んでいるから

オゾン層の破壊が進んでいるから

酸性雨による被害が広がっているから

黄砂による被害が広がっているから

海洋の汚染が進んでいるから

森林が減少しているから

砂漠化が進んでいるから

大気汚染が進んでいるから

騒音・振動による被害が広がっているから

悪臭による被害が広がっているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド現象が増加しているか

ら

水質汚濁が進んでいるから

土壌汚染が進んでいるから

地盤沈下が進んでいるから

廃棄物などの発生量が増加しているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理が増加しているから

廃棄物などの最終処分場がひっ迫しているから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染が進んでいるから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）の生物への影響が広がっている

から

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然が減少しているから

人々の生活の身近にある自然が減少しているから

野生生物や希少な動植物が減少あるいは絶滅しているから

その他

農林漁業 (=9) 商工販売サービス業 (=38) 自由業 (=14)

会社役員・会社経営 (=11) 会社員 (=149) 公務員 (=15)
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図表 1－30 地域レベルの環境悪化を実感する理由（職業別 2/2） 
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地球温暖化が進んでいるから

オゾン層の破壊が進んでいるから

酸性雨による被害が広がっているから

黄砂による被害が広がっているから

海洋の汚染が進んでいるから

森林が減少しているから

砂漠化が進んでいるから

大気汚染が進んでいるから

騒音・振動による被害が広がっているから

悪臭による被害が広がっているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド現象が増加しているから

水質汚濁が進んでいるから

土壌汚染が進んでいるから

地盤沈下が進んでいるから

廃棄物などの発生量が増加しているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理が増加しているから

廃棄物などの最終処分場がひっ迫しているから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染が進んでいるから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）の生物への影響が広がっている

から

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然が減少しているから

人々の生活の身近にある自然が減少しているから

野生生物や希少な動植物が減少あるいは絶滅しているから

その他

団体職員 (=9) 学生 (=9) パート・アルバイト (=57)

専業主婦 (=96) 無職 (=75) その他 (=14)
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図表 1－31 地域レベルの環境悪化を実感する理由（地域別） 
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0% 20% 40% 60% 80%

地球温暖化が進んでいるから

オゾン層の破壊が進んでいるから

酸性雨による被害が広がっているから

黄砂による被害が広がっているから

海洋の汚染が進んでいるから

森林が減少しているから

砂漠化が進んでいるから

大気汚染が進んでいるから

騒音・振動による被害が広がっているから

悪臭による被害が広がっているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド現象が増加しているから

水質汚濁が進んでいるから

土壌汚染が進んでいるから

地盤沈下が進んでいるから

廃棄物などの発生量が増加しているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理が増加しているから

廃棄物などの最終処分場がひっ迫しているから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染が進んでいるから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）の生物への影響が広がっている

から

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然が減少しているから

人々の生活の身近にある自然が減少しているから

野生生物や希少な動植物が減少あるいは絶滅しているから

その他

北海道・東北 (=62) 関東　 (=187) 北陸　 (=15) 中部 (=73)
近畿 (=88) 中国・四国 (=40) 九州・沖縄 (=31)
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図表 1－32 地域レベルの環境悪化を実感する理由（都市規模別） 
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0% 20% 40% 60%

地球温暖化が進んでいるから

オゾン層の破壊が進んでいるから

酸性雨による被害が広がっているから

黄砂による被害が広がっているから

海洋の汚染が進んでいるから

森林が減少しているから

砂漠化が進んでいるから

大気汚染が進んでいるから

騒音・振動による被害が広がっているから

悪臭による被害が広がっているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド現象が増加しているか

ら

水質汚濁が進んでいるから

土壌汚染が進んでいるから

地盤沈下が進んでいるから

廃棄物などの発生量が増加しているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理が増加しているから

廃棄物などの最終処分場がひっ迫しているから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染が進んでいるから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）の生物への影響が広がってい

るから

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然が減少しているから

人々の生活の身近にある自然が減少しているから

野生生物や希少な動植物が減少あるいは絶滅しているから

その他

政令指定都市 (=156) 10万人以上の市、東京23区 (=168)
10万人未満の市 (=120) 町村 (=52)
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国レベルの環境悪化を実感する理由 

国レベルの環境の状況についての実感について「悪化している」、「やや悪化している」

と回答した人に、環境悪化を実感する理由を尋ねたところ、「都市の中心部で気温が高く

なるヒートアイランド現象が増加しているから」が 66％と最も割合が高く、次いで、「地

球温暖化が進んでいるから」（59％）、「不法投棄など廃棄物の不適正な処理が増加してい

るから」（47％）となっている。 

 

性別でみると、多くの項目で女性が男性よりも高くなっており、特に「海洋の汚染が進

んでいるから」、「大気汚染が進んでいるから」、「ダイオキシンなどの有害な化学物質によ

る環境汚染が進んでいるから」、「人々の生活の身近にある自然が減尐しているから」、「野

生生物や希尐な動植物が減尐あるいは絶滅しているから」で女性が男性よりも 10 ポイン

ト以上高くなっている。 

 

年代別では、ほとんど全ての項目で 70 代以上の割合が全体よりも高くなっている。「酸

性雨による被害が広がっているから」は年代があがるにつれて割合が高くなっており、20

代では 8％、70 代以上では 24％となっている。 

 

職業別では、母数の尐ない属性があり且つ偏りも大きいため、比較をすることは難しい。 

 

地域別でみると、中国・四国では「黄砂による被害が広がっているから」が 49％、中部

では「野生生物や希尐な動植物が減尐あるいは絶滅しているから」が 51％と全体よりも 10

ポイント以上高くなっている。「地球温暖化が進んでいるから」、「都市の中心部で気温が高

くなるヒートアイランド現象が増加しているから」は全ての地域で多くなっている。 

 

都市規模別では、地球温暖化が進んでいるから」、「都市の中心部で気温が高くなるヒー

トアイランド現象が増加しているから」、「不法投棄など廃棄物の不適正な処理が増加して

いるから」は全ての都市規模で多くなっている。「都市の中心部で気温が高くなるヒート

アイランド現象が増加しているから」は政令指定都市では 65％、10 万人以上の市と東京

23 区では 70％と全体よりも高い一方、町村では 54％と全体よりも低くなっている。 
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図表 1－33 国レベルの環境悪化を実感する理由（全体、性別） 
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41.0

3.3

0% 20% 40% 60% 80%

地球温暖化が進んでいるから

オゾン層の破壊が進んでいるから

酸性雨による被害が広がっているから

黄砂による被害が広がっているから

海洋の汚染が進んでいるから

森林が減少しているから

砂漠化が進んでいるから

大気汚染が進んでいるから

騒音・振動による被害が広がっているから

悪臭による被害が広がっているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド現象が増加しているか

ら

水質汚濁が進んでいるから

土壌汚染が進んでいるから

地盤沈下が進んでいるから

廃棄物などの発生量が増加しているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理が増加しているから

廃棄物などの最終処分場がひっ迫しているから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染が進んでいるから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）の生物への影響が広がっている

から

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然が減少しているから

人々の生活の身近にある自然が減少しているから

野生生物や希少な動植物が減少あるいは絶滅しているから

その他

全体 (=1075) 男性 (=495) 女性 (=580)
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図表 1－34 国レベルの環境悪化を実感する理由（年代別） 
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40.9
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

地球温暖化が進んでいるから

オゾン層の破壊が進んでいるから

酸性雨による被害が広がっているから

黄砂による被害が広がっているから

海洋の汚染が進んでいるから

森林が減少しているから

砂漠化が進んでいるから

大気汚染が進んでいるから

騒音・振動による被害が広がっているから

悪臭による被害が広がっているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド現象が増加しているから

水質汚濁が進んでいるから

土壌汚染が進んでいるから

地盤沈下が進んでいるから

廃棄物などの発生量が増加しているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理が増加しているから

廃棄物などの最終処分場がひっ迫しているから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染が進んでいるから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）の生物への影響が広がっている

から

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然が減少しているから

人々の生活の身近にある自然が減少しているから

野生生物や希少な動植物が減少あるいは絶滅しているから

その他

20代 (=153) 30代 (=192) 40代 (=191)
50代 (=174) 60代 (=184) 70代以上 (=181)
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図表 1－35 国レベルの環境悪化を実感する理由（職業別 1/2） 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

地球温暖化が進んでいるから

オゾン層の破壊が進んでいるから

酸性雨による被害が広がっているから

黄砂による被害が広がっているから

海洋の汚染が進んでいるから

森林が減少しているから

砂漠化が進んでいるから

大気汚染が進んでいるから

騒音・振動による被害が広がっているから

悪臭による被害が広がっているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド現象が増加しているか

ら

水質汚濁が進んでいるから

土壌汚染が進んでいるから

地盤沈下が進んでいるから

廃棄物などの発生量が増加しているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理が増加しているから

廃棄物などの最終処分場がひっ迫しているから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染が進んでいるから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）の生物への影響が広がっている

から

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然が減少しているから

人々の生活の身近にある自然が減少しているから

野生生物や希少な動植物が減少あるいは絶滅しているから

その他

農林漁業 (=12) 商工販売サービス業 (=65) 自由業 (=33)

会社役員・会社経営 (=17) 会社員 (=325) 公務員 (=36)
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図表 1－36 国レベルの環境悪化を実感する理由（職業別 2/2） 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

地球温暖化が進んでいるから

オゾン層の破壊が進んでいるから

酸性雨による被害が広がっているから

黄砂による被害が広がっているから

海洋の汚染が進んでいるから

森林が減少しているから

砂漠化が進んでいるから

大気汚染が進んでいるから

騒音・振動による被害が広がっているから

悪臭による被害が広がっているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド現象が増加しているから

水質汚濁が進んでいるから

土壌汚染が進んでいるから

地盤沈下が進んでいるから

廃棄物などの発生量が増加しているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理が増加しているから

廃棄物などの最終処分場がひっ迫しているから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染が進んでいるから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）の生物への影響が広がっている

から

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然が減少しているから

人々の生活の身近にある自然が減少しているから

野生生物や希少な動植物が減少あるいは絶滅しているから

その他

団体職員 (=19) 学生 (=21) パート・アルバイト (=129)

専業主婦 (=242) 無職 (=153) その他 (=23)
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図表 1－37 国レベルの環境悪化を実感する理由（地域別） 
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地球温暖化が進んでいるから

オゾン層の破壊が進んでいるから

酸性雨による被害が広がっているから

黄砂による被害が広がっているから

海洋の汚染が進んでいるから

森林が減少しているから

砂漠化が進んでいるから

大気汚染が進んでいるから

騒音・振動による被害が広がっているから

悪臭による被害が広がっているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド現象が増加しているから

水質汚濁が進んでいるから

土壌汚染が進んでいるから

地盤沈下が進んでいるから

廃棄物などの発生量が増加しているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理が増加しているから

廃棄物などの最終処分場がひっ迫しているから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染が進んでいるから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）の生物への影響が広がっている

から

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然が減少しているから

人々の生活の身近にある自然が減少しているから

野生生物や希少な動植物が減少あるいは絶滅しているから

その他

北海道・東北 (=108) 関東　 (=433) 北陸　 (=35) 中部 (=167)
近畿 (=197) 中国・四国 (=68) 九州・沖縄 (=67)
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図表 1－38 国レベルの環境悪化を実感する理由（都市規模別） 
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地球温暖化が進んでいるから

オゾン層の破壊が進んでいるから

酸性雨による被害が広がっているから

黄砂による被害が広がっているから

海洋の汚染が進んでいるから

森林が減少しているから

砂漠化が進んでいるから

大気汚染が進んでいるから

騒音・振動による被害が広がっているから

悪臭による被害が広がっているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド現象が増加しているか

ら

水質汚濁が進んでいるから

土壌汚染が進んでいるから

地盤沈下が進んでいるから

廃棄物などの発生量が増加しているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理が増加しているから

廃棄物などの最終処分場がひっ迫しているから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染が進んでいるから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）の生物への影響が広がってい

るから

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然が減少しているから

人々の生活の身近にある自然が減少しているから

野生生物や希少な動植物が減少あるいは絶滅しているから

その他

政令指定都市 (=332) 10万人以上の市、東京23区 (=395)
10万人未満の市 (=257) 町村 (=91)
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地球レベルの環境悪化を実感する理由 

地球レベルの環境の状況についての実感について「悪化している」、「やや悪化している」

と回答した人に、環境悪化を実感する理由を尋ねたところ、「地球温暖化が進んでいるか

ら」が 81％と最も割合が高く、次いで「森林が減尐しているから」（67％）、「砂漠化が進

んでいるから」（63％）となっている。 

 

性別でみると、多くの項目で女性が男性よりも高くなっている。男性、女性ともに「地

球温暖化が進んでいるから」の割合が最も高くなっている（男性 76％、女性 85％）。 

 

年代別では、ほとんど全ての項目で 70 代以上の割合が全体よりも高くなっている。「酸

性雨による被害が広がっているから」、「原生林や湿地帯などといった手つかずの自然が減

尐しているから」、「人々の生活の身近にある自然が減尐しているから」は年代があがるに

つれて割合が高くなっている。 

 

職業別では、母数の尐ない属性があり且つ偏りも大きいため、比較をすることは難しい。 

 

地域別でみると、「地球温暖化が進んでいるから」、「森林が減尐しているから」、「砂漠化

が進んでいるから」については全地域で多くなっている。「原生林や湿地帯などといった手

つかずの自然が減尐しているから」、「野生生物や希尐な動植物が減尐あるいは絶滅してい

るから」については、北陸ではそれぞれ 45％と、全体よりも 10 ポイント以上低くなってい

る。 

 

都市規模別でみると、全ての都市規模で「地球温暖化が進んでいるから」、「森林が減尐

しているから」が多くなっている。町村では「砂漠化が進んでいるから」が 53％と全体よ

りも 10 ポイント低くなっている。 
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図表 1－39 地球レベルの環境悪化を実感する理由（全体、性別） 
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地球温暖化が進んでいるから

オゾン層の破壊が進んでいるから

酸性雨による被害が広がっているから

黄砂による被害が広がっているから

海洋の汚染が進んでいるから

森林が減少しているから

砂漠化が進んでいるから

大気汚染が進んでいるから

騒音・振動による被害が広がっているから

悪臭による被害が広がっているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド現象が増加しているか

ら

水質汚濁が進んでいるから

土壌汚染が進んでいるから

地盤沈下が進んでいるから

廃棄物などの発生量が増加しているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理が増加しているから

廃棄物などの最終処分場がひっ迫しているから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染が進んでいるから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）の生物への影響が広がっている

から

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然が減少しているから

人々の生活の身近にある自然が減少しているから

野生生物や希少な動植物が減少あるいは絶滅しているから

その他

全体 (=1481) 男性 (=706) 女性 (=775)
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図表 1－40 地球レベルの環境悪化を実感する理由（年代別） 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

地球温暖化が進んでいるから

オゾン層の破壊が進んでいるから

酸性雨による被害が広がっているから

黄砂による被害が広がっているから

海洋の汚染が進んでいるから

森林が減少しているから

砂漠化が進んでいるから

大気汚染が進んでいるから

騒音・振動による被害が広がっているから

悪臭による被害が広がっているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド現象が増加しているから

水質汚濁が進んでいるから

土壌汚染が進んでいるから

地盤沈下が進んでいるから

廃棄物などの発生量が増加しているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理が増加しているから

廃棄物などの最終処分場がひっ迫しているから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染が進んでいるから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）の生物への影響が広がっている

から

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然が減少しているから

人々の生活の身近にある自然が減少しているから

野生生物や希少な動植物が減少あるいは絶滅しているから

その他

20代 (=195) 30代 (=267) 40代 (=243)
50代 (=237) 60代 (=258) 70代以上 (=281)
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図表 1－41 地球レベルの環境悪化を実感する理由（職業別 1/2） 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

地球温暖化が進んでいるから

オゾン層の破壊が進んでいるから

酸性雨による被害が広がっているから

黄砂による被害が広がっているから

海洋の汚染が進んでいるから

森林が減少しているから

砂漠化が進んでいるから

大気汚染が進んでいるから

騒音・振動による被害が広がっているから

悪臭による被害が広がっているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド現象が増加しているか

ら

水質汚濁が進んでいるから

土壌汚染が進んでいるから

地盤沈下が進んでいるから

廃棄物などの発生量が増加しているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理が増加しているから

廃棄物などの最終処分場がひっ迫しているから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染が進んでいるから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）の生物への影響が広がっている

から

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然が減少しているから

人々の生活の身近にある自然が減少しているから

野生生物や希少な動植物が減少あるいは絶滅しているから

その他

農林漁業 (=15) 商工販売サービス業 (=87) 自由業 (=41)

会社役員・会社経営 (=25) 会社員 (=426) 公務員 (=55)
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図表 1－42 地球レベルの環境悪化を実感する理由（職業別 2/2） 
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地球温暖化が進んでいるから

オゾン層の破壊が進んでいるから

酸性雨による被害が広がっているから

黄砂による被害が広がっているから

海洋の汚染が進んでいるから

森林が減少しているから

砂漠化が進んでいるから

大気汚染が進んでいるから

騒音・振動による被害が広がっているから

悪臭による被害が広がっているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド現象が増加しているから

水質汚濁が進んでいるから

土壌汚染が進んでいるから

地盤沈下が進んでいるから

廃棄物などの発生量が増加しているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理が増加しているから

廃棄物などの最終処分場がひっ迫しているから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染が進んでいるから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）の生物への影響が広がっている

から

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然が減少しているから

人々の生活の身近にある自然が減少しているから

野生生物や希少な動植物が減少あるいは絶滅しているから

その他

団体職員 (=28) 学生 (=40) パート・アルバイト (=165)

専業主婦 (=324) 無職 (=242) その他 (=33)
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図表 1－43 地球レベルの環境悪化を実感する理由（地域別） 

79.7

64.3

42.0

42.0

54.5

60.8

60.1

53.1

16.8

12.6

37.8

39.2

32.9

18.9

37.8

32.2

23.1

35.7

32.9

60.1

39.2

63.6

12.6

83.3

57.3

38.2

40.6

50.9

65.8

62.8

57.3

11.4

9.8

34.1

30.1

27.7

16.4

34.7

28.4

21.5

33.2

26.9

58.1

37.4

58.9

5.5

79.2

56.6

39.6

22.6

45.3

64.2

71.7

56.6

9.4

5.7

34.0

22.6

18.9

11.3

32.1

20.8

15.1

24.5

24.5

45.3

37.7

45.3

1.9

83.2

59.3

36.9

43.5

53.3

73.8

68.7

59.8

12.6

10.7

35.0

33.6

31.3

22.0

40.7

32.7

19.2

32.7

28.0

59.8

36.0

60.7

7.5

77.0

57.6

39.2

39.6

53.4

65.0

57.6

55.1

8.8

7.8

32.9

26.1

24.7

14.8

30.7

21.9

17.3

28.3

21.6

54.8

31.4

56.9

2.8

80.0

53.3

34.3

40.0

46.7

69.5

63.8

61.0

7.6

5.7

33.3

32.4

29.5

17.1

35.2

26.7

22.9

34.3

26.7

61.9

32.4

53.3

7.6

75.0

63.1

42.9

36.9

47.6

65.5

61.9

66.7

17.9

8.3

39.3

38.1

34.5

21.4

40.5

34.5

25.0

38.1

29.8

52.4

42.9

63.1

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地球温暖化が進んでいるから

オゾン層の破壊が進んでいるから

酸性雨による被害が広がっているから

黄砂による被害が広がっているから

海洋の汚染が進んでいるから

森林が減少しているから

砂漠化が進んでいるから

大気汚染が進んでいるから

騒音・振動による被害が広がっているから

悪臭による被害が広がっているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド現象が増加しているから

水質汚濁が進んでいるから

土壌汚染が進んでいるから

地盤沈下が進んでいるから

廃棄物などの発生量が増加しているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理が増加しているから

廃棄物などの最終処分場がひっ迫しているから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染が進んでいるから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）の生物への影響が広がっている

から

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然が減少しているから

人々の生活の身近にある自然が減少しているから

野生生物や希少な動植物が減少あるいは絶滅しているから

その他

北海道・東北 (=143) 関東　 (=599) 北陸　 (=53) 中部 (=214)
近畿 (=283) 中国・四国 (=105) 九州・沖縄 (=84)
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図表 1－44 地球レベルの環境悪化を実感する理由（都市規模別） 

79.6

56.4

37.8

36.9

49.2

66.7

62.0

55.9

9.8

8.7

35.6

29.8

29.5

17.4

33.3

26.2

21.0

31.5

26.6

57.5

38.3

60.2

4.7

81.4

58.2

38.5

41.7

52.0

67.3

63.8

57.5

11.4

7.9

34.3

30.2

26.4

15.6

34.8

27.9

20.0

32.9

26.7

62.2

36.7

58.5

6.9

83.6

61.8

40.2

42.2

52.6

64.9

65.2

60.6

11.8

11.5

33.6

33.9

31.0

19.8

36.8

29.6

21.6

33.0

26.4

52.6

32.2

57.5

6.3

75.2

56.4

37.6

37.6

53.0

66.7

53.0

55.6

18.8

12.0

35.0

31.6

25.6

17.1

41.9

31.6

18.8

32.5

27.4

47.9

37.6

56.4

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地球温暖化が進んでいるから

オゾン層の破壊が進んでいるから

酸性雨による被害が広がっているから

黄砂による被害が広がっているから

海洋の汚染が進んでいるから

森林が減少しているから

砂漠化が進んでいるから

大気汚染が進んでいるから

騒音・振動による被害が広がっているから

悪臭による被害が広がっているから

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド現象が増加しているか

ら

水質汚濁が進んでいるから

土壌汚染が進んでいるから

地盤沈下が進んでいるから

廃棄物などの発生量が増加しているから

不法投棄など廃棄物の不適正な処理が増加しているから

廃棄物などの最終処分場がひっ迫しているから

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染が進んでいるから

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）の生物への影響が広がってい

るから

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然が減少しているから

人々の生活の身近にある自然が減少しているから

野生生物や希少な動植物が減少あるいは絶滅しているから

その他

政令指定都市 (=447) 10万人以上の市、東京23区 (=569)
10万人未満の市 (=348) 町村 (=117)
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1-4  関心のある環境問題（問 1-4） 

関心のある環境問題は「地球温暖化」と回答している人が 74％と最も高い割合をしめ

る。次いで、「森林の減尐」（49％）、「大気汚染」（39％）となっている。 

 

関心のある環境問題については、「地球温暖化」74％が最も関心が高く、次いで、「森

林の減尐」（49％）、「大気汚染」（39％）、「人々の生活の身近にある自然の減尐」（36％）

および「オゾン層の破壊」（36％）となっている。一方、関心の低い項目は、「騒音・振動」

（16％）、「地盤沈下」（13％）、「悪臭」9％となっている。 

平成 21 年度調査と比較すると、「原生林や湿地帯などといった手つかずの自然の減

尐」、「人々の生活の身近にある自然の減尐」など 6 項目で若干関心度が上昇しているが、

それ以外の 17 項目では関心度が低くなっている。 

 

性別では、女性の方が男性よりも関心が高い項目が多くなっている。男性の方が女性よ

りも割合が高くなっている項目は、「酸性雨」（男性 25％、女性 22％）、「海洋の汚染」（男

性 34％、女性 33％）、「砂漠化」（男性 32%、女性 26％）となっている。 

 

年代別では、60 代、70 代以上の人は多くの項目に対して関心が高い傾向がみられる。

70 代以上の人は、全ての項目で全体よりも割合が高くなっている。 

 

職業別では、専業主婦の人はほとんど全ての項目で全体よりも関心が高くなっている。

農林漁業者では「酸性雨」への関心が 62％と、全体よりも 35 ポイント以上高くなっている。

学生では「騒音・振動」が 31％と全体よりも 15 ポイント高くなっている。 

 

地域別でみると、「黄砂」は中国・四国、九州・沖縄で全体よりも 15 ポイント高くなっ

ているが、北海道・東北、関東では 5 ポイント以上低くなっている。 

 

都市規模別でみると、「都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド現象」では、

政令指定都市が 44％と高くなっているが、10 万人未満の市では 30％、町村では 25％と

低くなっている。 
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図表 1－45 関心のある環境問題（時系列） 
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廃棄物等の発生量増加

不法投棄など廃棄物の不適正な処理

廃棄物などの最終処分場のひっ迫

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）の生物への影響

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然の減少

人々の生活の身近にある自然の減少

野生生物や希少な動植物の減少や絶滅

その他

平成22年度(n=2,067) 平成21年度(n=1,600) 平成20年度(n=2,197) 平成19年度(n=1,627) 平成18年度(n=1,890)
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図表 1－46 関心のある環境問題（全体、性別） 
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悪臭

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド現象

水質汚濁

土壌汚染

地盤沈下

廃棄物などの発生量増加

不法投棄など廃棄物の不適正な処理

廃棄物などの最終処分場のひっ迫

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）の生物への影響

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然の減少

人々の生活の身近にある自然の減少

野生生物や希少な動植物の減少や絶滅

その他　（具体的に【　　　】）

全体 (=2067) 男性 (=1006) 女性 (=1061)
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図表 1－47 関心のある環境問題（年代別） 

68.0

30.9

20.1

26.6

28.4

38.8

24.8

34.5

20.9

10.4

25.5

24.1

18.0

15.5

21.9

25.9

15.8

16.2

13.3

23.0

29.5

28.1

1.4

69.5

30.8

14.4

35.6

28.5

39.0

26.0

33.9

15.8

8.2

33.9

21.8

14.1

10.5

21.2

25.7

16.9

16.7

13.8

25.4

28.0

31.1

4.2

70.8

35.8

19.6

28.9

29.2

40.7

26.2

29.5

12.0

7.5

35.5

19.9

15.4

9.9

21.4

28.9

15.4

20.8

15.7

26.5

31.0

30.7

2.7

73.0

38.6

22.6

25.7

35.1

50.2

30.4

32.9

11.6

6.6

36.7

19.7

16.9

11.6

25.1

35.7

19.4

21.3

16.3

34.8

32.9

39.2

0.6

76.0

37.3

30.1

34.0

33.7

55.5

32.3

44.8

16.0

9.1

37.3

27.6

23.2

11.3

34.3

38.1

25.4

24.6

18.0

41.2

42.5

34.0

1.4

82.9

42.2

31.5

30.6

43.4

62.8

34.1

53.1

19.9

12.1

43.1

34.4

28.4

19.4

42.7

46.7

32.0

32.5

25.8

45.5

49.5

41.5

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地球温暖化

オゾン層の破壊

酸性雨

黄砂

海洋の汚染

森林の減少

砂漠化

大気汚染

騒音・振動

悪臭

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド現象

水質汚濁

土壌汚染

地盤沈下

廃棄物などの発生量増加

不法投棄など廃棄物の不適正な処理

廃棄物などの最終処分場のひっ迫

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）の生物への影響

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然の減少

人々の生活の身近にある自然の減少

野生生物や希少な動植物の減少や絶滅

その他　（具体的に【　　　】）

20代 (=278) 30代 (=354) 40代 (=332)
50代 (=319) 60代 (=362) 70代以上 (=422)
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図表 1－48 関心のある環境問題（職業別 1/2） 
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海洋の汚染

森林の減少

砂漠化

大気汚染

騒音・振動

悪臭

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド現象

水質汚濁

土壌汚染

地盤沈下

廃棄物などの発生量増加

不法投棄など廃棄物の不適正な処理

廃棄物などの最終処分場のひっ迫

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）の生物への影響

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然の減少

人々の生活の身近にある自然の減少

野生生物や希少な動植物の減少や絶滅

その他　（具体的に【　　　】）

(%)

農林漁業 (=21) 商工販売サービス業 (=118) 自由業 (=61)

会社役員・会社経営 (=35) 会社員 (=598) 公務員 (=71)
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図表 1－49 関心のある環境問題（職業別 2/2） 
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廃棄物などの発生量増加

不法投棄など廃棄物の不適正な処理

廃棄物などの最終処分場のひっ迫

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）の生物への影響

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然の減少

人々の生活の身近にある自然の減少

野生生物や希少な動植物の減少や絶滅

その他　（具体的に【　　　】）

団体職員 (=32) 学生 (=62) パート・アルバイト (=220)

専業主婦 (=462) 無職 (=342) その他 (=45)
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図表 1－50 関心のある環境問題（地域別） 
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水質汚濁

土壌汚染

地盤沈下

廃棄物などの発生量増加

不法投棄など廃棄物の不適正な処理

廃棄物などの最終処分場のひっ迫

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染
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原生林や湿地帯などといった手つかずの自然の減少

人々の生活の身近にある自然の減少

野生生物や希少な動植物の減少や絶滅

その他　（具体的に【　　　】）

北海道・東北 (=201) 関東　 (=826) 北陸　 (=69) 中部 (=287)
近畿 (=399) 中国・四国 (=148) 九州・沖縄 (=137)
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図表 1－51 関心のある環境問題（都市規模別） 
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砂漠化

大気汚染

騒音・振動

悪臭

都市の中心部で気温が高くなるヒートアイランド現象

水質汚濁

土壌汚染

地盤沈下

廃棄物などの発生量増加

不法投棄など廃棄物の不適正な処理

廃棄物などの最終処分場のひっ迫

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染

内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）の生物への影響

原生林や湿地帯などといった手つかずの自然の減少

人々の生活の身近にある自然の減少

野生生物や希少な動植物の減少や絶滅

その他　（具体的に【　　　】）

政令指定都市 (=622) 10万人以上の市、東京23区 (=786)
10万人未満の市 (=497) 町村 (=162)

 


